『わかさ美浜町誌』の概要
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１．基本方針
『わかさ美浜町誌』は「美浜の文化」編８冊・「美浜の歴史」編３冊
の１１巻構成で計画、「町にいる人には、力と潤いを」「町に来る人には、
感動を」「かつて町にいた人には、感謝を」を基本理念に、学術的利用
を考慮しつつも読みやすく親しまれる町誌をめざし、平成１２年度から　

毎年１冊のペースで刊行を進め、平成２２年度をもって完結をみた。
２．構成

○「美浜の文化」全８冊（８冊とも定価４，０００円）
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　・第１巻『暮らす・生きる』（民俗文化編）A５判・６１３頁
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　　　　計２２６回、話者５４０人（のべ）にのぼる聞き取り調査の成果をもとに、近代化以前の美浜の生業、社会組織、冠婚葬祭などの民俗文化を生き生きとつづる。

　・第２巻『祈る・祀る』（宗教文化編Ⅰ）A５判・６１７頁
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　　　　社寺縁起、年中行事、地西国、社叢、野辺の神仏、美浜におけるさまざまな宗教など暮らしに根ざした信仰についてソフト面から取り上げたもの。
　・第３巻『拝む・描く』（宗教文化編Ⅱ）A５判・６１３頁
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　　　　社寺建築、彫刻・絵画、金工品、石造物や宮大工の系譜など、神道・仏教を中心とした信仰をハード面から取り上げたもの。　

　・第４巻『舞う・踊る』（芸能文化編）A５判・６５６頁
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　　　　若狭地方に伝わる「王の舞」をはじめ、若狭能倉座、子供歌舞伎、地域によって異なる囃子など多彩な伝統芸能から青年団演劇、映画文化の受容、町民ミュージカルまで。
　・第５巻『語る・歌う』（言語文化編）A５判・６０９頁
　　　　独自の調査を中心に採集した１，５００語以上の方言語彙、民謡、昔話、地名など。

　・第６巻『掘る・使う』（生活文化編Ⅰ）A５判・６５０頁
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　　　　考古編・民具編の２部構成。考古編では時代順に美浜の遺跡・出土品を解説。民具編では田畑・海、山、衣食住など分野ごとに美浜の民具を実測図・写真をまじえて掲載。

　・第７巻『記す・遺す』（生活文化編Ⅱ）A５判・６１３頁　附録図
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　　　　これまでに町内で確認された１１，１７１点の古文書資料の全リストを地区別・時代順に掲載。うち７２点を影印・翻刻とともに解説している。
　・第８巻『著す・伝える』（生活文化編Ⅲ）A５判・５９１頁
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　　　　中世、若狭国の先鋒として越前朝倉氏の侵略を防いだ記録をつづる『国吉籠城記』をはじめ和歌や俳諧、石碑の漢詩文から近現代の文学活動まで。

○「美浜の歴史」全３冊および別冊・附録　
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・第１巻『ふりかえる美浜』（通史編）A４判・５４８頁（定価４，０００円）
　　　通史編として、自然、地域と行政の歴史、交流史、現代の美浜、集落誌・人物誌・年表に分けて取り上げたもの。
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　・第２巻『写されたわかさ美浜』（画像編）A４判・４４１頁（定価３，０００円）
　　　　町内外２４０の個人・団体から提供された１３，２２６点の写真・資料から７１４点を掲載。明治から平成１２年までの美浜の歴史を年表とともに辿る。
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　・第３巻『美浜をさかのぼる』（歴史読本）A４判・１２６頁（定価１，０００円）
　　　小中学生の授業にも使えるよう既刊の町誌をわかりやすくまとめたダイジェスト版。フルカラーで写真・図を多く使用し、ビジュアルを重視した巻となっている。
・別冊　外国語版『WAKASA　MIHAMA／若狹 美濱／와카사 미하마』（英・中・韓）
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A４判・９０頁　（定価１，０００円）
　　　アジア地域をはじめとする海外からの旅行者・研究者、在日外国人などに向けて美浜の歴史文化を発信するもの。フルカラーで写真を多用し、観光ガイドともなっている。
・附録『総目次・総索引』A５判・１４７頁（定価８５０円）　　
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